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タバコモザイクウイルスに対する

トマト品種の抵抗性 (第 5報)

トマ ト体内でのウイルス増殖に対する

サイ トカイニン類の影響
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用時期,施用方法や植物の種類および品種,用いた

Ⅰ 緒 言	 組織 などによって,容易に反応が逆転することが知

植物ウイルスの増殖に対する植物ホルモン類の作 られている｡

用については種々な議論がある｡インドール酢酸や 本報で は以上 の立場 から,サイ トカイニン類 

2

カイネチンは,タバコモザイクウイルス(TMV )に )に限定して,天然および人工の数種のiinnsktcyo(

よるインゲン葉の局部病斑の形成を阻止するが､同 サイ トカイニンを使用 し,TMVの トマ ト品種 (TMV
ウイルスのタバコ葉内での増殖はかえって促進する に対して抵抗性および曜病性)内での増殖に対する

という1･2)｡ しかしウイルスの増殖阻止 とその促進 影響を実験 した｡ 
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I 実験材料および実験方法 ライ トをつめ,これに種子をまき,最終的には 3-4

供試種物	 トマトのTMVに対する抵抗性品種と 本立てとした｡肥料として1,000倍ハイポネックス液

して瑞光 (ZK),帝病性品種 として福寿 2号(F2) を適宜与えた｡

を用いた｡これらの種子は横浜市坂田種苗から購入 供拭ウイルスと接種 TMVの普通系 (OM)を用
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いた｡これは本学でタバコで継代保存中のものであ

る｡接種には帯病葉を10倍量の脱イオン水ですりつ
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TMVの トマ ト内での増殖に対する BAPの影響
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液処理で,ウイルス量が無処理区の6%まで減少し0

前回と同 じように接種直後から6日間の処理をし たが,それより低濃度ではかえってウイルス量が無

8M液である｡結果
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TMVの トマ ト内での増殖に対する DPAの影響 

DPAの1 -1 8〃液を用い,接種直後から 6


日間処理で実験 した｡結果をFi 6に示 した｡すを


BAPと化学構造が似ている, 2チオウラシル 

(2TU)および 6ア ミノ 2チオウラシルrATU)を

をFi 4に示 した｡F2では処理と無処理区の間に
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場合には, ZKでは1

ることにより,ウイルス量が減少するものと認めら

05M,液を接種後 1E]間処理す~

理区よりもウイルス量が減少 した｡したがってこの 

れた｡ 

TMVのトマト内での増殖に対するKINの影響

た｡この場合は接種後 2日間の処理のみとし,以後 
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KIN添加区で,そ

h iesstsyn

-t treaionttoncenraiaroueci 9g.F .Eff tofv sc

5~

-5MのKIN添別区で,また ZKでは 

て 実験 し6-0-04-0KIN 1 1 1まず の 液を剛M5, ,

g.4日間は水栽培にきりかえた｡その結果はF上 9に

示すように, ZKではすべての濃度処理でウイルス

〃5-0

00
1g.
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考 察 

sKOOGらが細胞増殖を促進する物質として,カイ 三のものの, トマ ト体内での TMVの増殖に対する

ネテンを発見 して以来,数多くの天然および合成の 影響をとりあげた｡
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著なウイルス増殖の阻害を示 した｡したがってこのある｡すなわちまず PCT,BAP DPUを含む化合物

がある｡これらは TMVに対する羅病性品種 F2内 場合には,むしろ抗ウイルス剤として作用している

でのウイルスの増殖にはほとんど影響せず,抵抗性 ものと認められる｡KINはインゲンでは TMVによ

,

品種 zK内でのウイルス増殖を15-16M濃度で

かなり阻害 した｡このように同一植物の品種間で影

-010

響が異なることは,アクリジン樫(AO)などの色素

辛,クロモマイシンA3 (CM A)などの抗生物質で

もみられ,それらはウイルス増殖の制御物質として

働 くものと考えられる5)0

一方,DPAは F2,ZKに対してもあまり顕著な

ウイルス増殖阻害効果はなかった｡これは 1位の N

る病斑形成を阻害するが,タバコではむしろ TMV

2･の増殖を促進するという1 )｡ しかし後者の実験は

タバコの切取葉を薬液に浸漬 したもので,今回の ト

マ トでの実験 とは,植物ならびに供試組織が異なっ

ている｡とにかくKINはウイルスに対してさまざま

な挙動をとることは興味深い｡

現在まで知られている各種の化学物質の,植物体

内でのウイルス増殖 に対する作用を整理すると, 

tysemh iieszntynirudoun

NC KIが で置換 されているためと考えられる｡また 

10 F2 ZKMは 液で, に対してともにかなり顕- , 

Ac fv sk fcono so mp sonv ss gsidn
ntmaoc
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3のようになる｡すなわち第一はウイルスlebTa

増殖の制御物質であり,このなかには DNAの分子 
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構造内に挿入 ioni lt tnercaa( )されるアクリジン樫 

(AO)やエチジウムブロマイ ド(EB)などの色素, みると,いずれもウイルス核酸の合成経路に働いて

およびアクチノマイシンD(AMD)やクロモマイシ いることがわかる｡たとえば有名な抗ウイルス剤で

これらの物質のウイルスに対する作用を統一的に

ンA3 (CMA)のような抗生物質が含まれる｡今回

,の実験で更に,サイトカイニン類のPCT,BAPDPU

-T, MV RNAを

作る酵素蛋白であるポリメラーゼの阻害剤である8)0

あるブラス トサイジン S(BcS)は 

がこのなかに含まれることが明らかになった｡ またウイルス増殖 を促進する植物ホルモン類も, 

2,TU, 

AMD,およびフェノバルビタール (PB,精神安定 ウイルス増穂の制御物質がどのようなメカニズムで

第二のグループはウイルス増殖の促進剤で RNAポリメラーゼの促進物質として働 くという9).

6刺) 

謝性物質であり,高濃度では抗ウイルス性をもつが, 植物の品種間で差があることは,その作用が DNA

低濃度ではウイルス増殖を促進する｡また AMDは レベルでの競合によることが明らかである｡恐らく 

･7)などがこれに入る｡2TUは元来強力な抗代 働 くかは目下不明であるが,これらの物質の作用が

-DNA

自身,あるいはそれらの物質に基因して生じた第二

の物質が働 くものであろう｡

mRNA合成の経路に,それらの物質それ前述のように増殖制御物質としても作用するが,高

濃度では DNA依存 RNA合成の阻害剤である｡第

三のグループがいわゆる抗ウイルス剤である｡
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最近IKEGAMIandFRAENKEL-CoNRATはTMVの

合成が従来考えられていたように,ウイルス感染によ

って植物体内に新 しく生 じた酵素によるものではな

く,従来から健全植物体内にある酵素, RNAポリ

メラーゼが活性化または刺激 されて高まった結果で

あると論 じた10)｡もしそうだとすると,本報でとり

あげたサイ トカイニン類 によるウイルス増殖の制御

は,抵抗性品種の DNAとの干渉の結果生 じたある

種の物質が,健全植物体内の RNAポリメラーゼに

阻害的に働 くという仮説が成立する｡これらの確証

は将来に残 された問題である｡ 

† 要 約

サイ トカイニン類およびその類似物質を用い, ト

マ ト体内での TMVの増殖に対する影響を調べた｡

薬剤はすべて接種 と同時にトマ トの根から吸収 させ,

通常 6日間,特別な場合には接種後 1, 2日間作用

させた｡トマ ト内のウイルス量は化学的方法で求め,

半弟屯化したTMVのOD260を算出 した｡ 

(1) プリンー6-カーバモイルスレオニン(PCT)

は1016M液の接種後 6日間処理によって,特に抵抗

性品種 ZKにおいてウイルス量を減少させた｡ 

(2) ベ ンジルア ミノプリン(BAP月まZKにおい

てのみ, 10~6M液の接種後 6日間処理で,ウイルス

量 を減少させた｡ 

(3〕 2チオウラシル(2TU),6-アミノー6-チオ

ウラシル(ATU)は,1016,10-7M酒で,特に ZKに

おいてウイルス量をいちじるしく促進 した｡ 

() 1デアザペンチルアシノプリン( ばl-,4 - DPA) o5

10-6ル′液で,ZKにおいてウイルス量 をやや減少 させ

たが,大 きな影響はなかった｡ 

(5)ジフ_1ニルウレア(DPU)ば lo-5M液で ZK

において特にウイルス量を減少させた｡その減少は

接種直後 1日間の薬剤処理でも有効であった｡ 

(6) カイネチ ン(KIN)ばlo-5M液の ,接種直後 2
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日間処理で, ZKおよび雁病性品種 F2ともに,ウ

イルス量を減少させた｡ 

(7) DPUとKINの混合実験では,DPUの 10-5M液

にKINの10~5M液を添加することにより,ZK,F2

ともウイルス量を減少させた｡ 

()以上の実験結果に基 き,サイ トカイニン類の8


もつ抗ウイルス性,およびウイルス増殖制御作用に

ついて考察 した｡

サイ トカイニン類 を頂いた日本特産KX小野田 潔

氏,東京農工大学橋爪 掘氏に感謝の意を表します｡
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